
●ニュースレター発刊にあたって

Jargonを排した交流を

1997年7月 20日の 「海のH」 に本所中野キャンパスの

一般公開を行った。講堂における講演会、会議室におけ

る研究活動紹介、そして前庭での観測機器の展示が行わ

れた。狭い会議室での展示は1部 門当たリテープルー個

であったが、一般訪問者との熱心な語らいだけでなく、

所内の研究者どうしの討論が盛んであったことが印象的

であった。「海洋に関する基礎研究」の全国共同利用研究

所である本所では、専門分野ごとの共同研究は活発であ

るが分野が夕ヽなると所内でもお互いを知る機会が少ない

ことを痛感した。研究対象は同一でも、物理学、化学、

生物学、地質 ・地球物理学、水産学と手法が異なり、大

型研究計画や研究航海を共にする研究グループ間の交流

は海洋科学と呼ぶに値する共同研究が実施されているが、

大学院学生や藩手研究者の交流の機会が少ないのである。

主としてオ∵手研究者を講師iに迎えるランチタイムセミ

ナーの開催が、木暮、金子助教授から提案されたのもこ

の頃であった。12時15分からの昼食時間にランチを取り

ながら異なる分野の研究成果に接するのが目的である。

わたくしが本所に就職したのは1967年であるが、当時は

所内セミナーが定期的に開11されていた。午後の2時 間

のために時間を取ることが困難なため、話題提供者の属

する関連分野の研究者の参加が主体になって自然体会と

なってしまった。わたくしも水の波についてワイングラ

ス問題などを取 りLげ、話題を工夫したが専『1家ばかり

でひとりだけ浮き上がったことを記憶している。今回の

セミナーの提案者には当面のIL話人になっていただくこ

海洋研究所長 平   啓  介

と、専門家でな くても分かるようにお話いただ くことを

お願いした。 これまで数回のランチタイムセ ミナーが開

催されたが、事務部 も含め令所的な参加者で感人である。

今後 とも継続 して当所の行・14として定着することを希望

する。

標題のjargOnは 専門家にしか通 じない専|‖j用語の こ

とである。海外のセ ミナーでは、取 り上げる話題につい

て科学的な価値や使用するjjr門用語について、講演者の

考えを分か り易 く説明 し、用意 されたジョークを交えて

話 しが始 まることに感銘を受けることが多い。海洋研究

所の研究活」lJは国民の税金によって支えられている。 ま

た、わた くし達は拡充改組 と検見川キャンパスヘの移転

を希望 している。海洋科学の発展のために国民に対する

説明 を重ねて行かなければな らない。所内外の交流に

jargonを排 した本

ニ ュー ス レ ター が

その一助 にな る よ

うに今所 を Lげ て

努力したい。



●記念事業報告

平成 9年度 「海の日」

今日、官庁諸機関の活動内容が一般にも公開されるべ

きであり、さらに、海洋研究所の改組 ・移転の実現のた

めには、研究所の日常の活動を一般ならびに関係官庁に

アピールしなければならない時勢となっている。平成 8

年度から 「海の日」が国民的祝祭日となり、海洋を対象

とする機関として、これに積極的に対応すべきであると

のコンセンサスがあった。

4月 の教授会で海洋研公開の必要性が所長より提案さ

れ、平成 9年 度 「海の日」記念事業実行委員会世話人に

太田が指名された。 5月 26日に第 1回 「海の日」実行委

員会が所長室で開かれ、所長、事務部長、経理部、庶務

部の同席のもとに、幹事 (広報 :石井輝秋、講演 :塚本

勝巳、展示 :植松光夫、総務 :松宮 ・小林庶務課長)と

llll要を決定し、 5月 28日の教授会でその説明を世話人が

行った。

淡青丸 ・白鳳丸が研究航海中につき、研究船の一般公

開はできないので、中野地区において記念講演会、屋外

展示、室内展示の3本 柱で行い、講演は本村龍治、野崎

義行、塚本勝巳の3教 授にお願いすることとし、屋外展

示は主として大型観測機器類、室内展示は研究内容やプ

ロジェクトのパネルによる紹介、精密機器の展示、標本 ・

映像展示などを主とすることにした。本年度は最初の試

みであり、特に講演会の聴衆の数がつかめないこと、予

算的裏付けを欠くことから、いきなり大規模な公開は難

しいと考えられ、地域住民への公開を主眼とすること、

対象は中 ・高校生および一般向けというガイドラインを

確認した。

従って、関係広報は学内広報への掲載(19970707♯

1,103)と中野区、新宿区、渋谷区の広報誌への広告、な

らびにこの3区 の公立中学 ・高校関係を中心にポスター

を配布することとした。特にポスター配布については急

を要するので、ポスター幹事にそのデザイン、配布先、

印刷枚数の決定等の手配を早急に行うことを依頼した。

6月 は石井、大田はともに淡青丸に乗船しながらも、

松宮幹事の協力を得てポスターの製作に努力し、 6月 18

日の定例教授会でポスターの見本刷 りを紹介し、実行委

員会幹事の準備状況を報告することができた。

7月 7日 (月)、A棟 会議室において 「海の日」記念事

業実施に関する第一回全体打合会議がもたれ、それまで

に協力申し出でのあった部門、センター、観測機器室、

陸上共同施設室、事務部の代表者で、内容の事業内容の

確認、実行班の確定、会場設定の詳細、進行次第等の概

要を話し合い、続いて分科会にそれらの詳細のつめをお

願いした。

海洋生物生態部門教授 大t 田 秀

その要点は次の通り。

○ポスターの準備 ・配布に関する報告

広報幹事 : 石井輝明

・企画 ・デザイン・印刷の手続き、ならびに配布

について

○記念講演会実施要領

講演幹事 : 塚本勝巳

講演者 : 木村龍治 ・野崎義行 ・塚本勝巳

座 長 : 塚本勝巳 ・木村龍治

開会挨拶 : 所長

閉会挨拶 : 海の日実行委員長

横断幕、式次第の準備、スライド・OHP・ ビデオ

プロジェクター ・マイク、受付

配付資料 (プログラム ・アプストラクト・講師紹

介)、会場が収容力を越えた場合

〇屋内展示

展示担当幹事 : 植松光夫

屋内展示実行班責任者 : 竹井祥郎 ・小島茂明

屋外展示実行班責任者 : 五十嵐千秋 ・小泉金一郎

・機器説明パネル、研究内容展示パネル作成、展

示写真引伸代金等

・パーティション・衝立 ・机 ・テープルクロス等

・準備の人手、説明員の確定

・案内立札、看板、危険防止棚等

・パソコン・ビデオ等の調達について

・設営ならびに片付けに関する手順

○総務

総務担当幹事 : 松宮義晴 ・小林総務課長

・総合受付、湯茶接待

・看板 ・式場横断幕 ・式次第 ・案内板 ・通行止棚

等

・駐車場規制と当日交通整理

・設備 ・費用 ・消耗品等について

庶務部で必要物品 。経費等を一括して扱い、次

年度以降の予定の積算基礎 とする

・保安や強風 ・豪雨 ・停電 ・人為的事故等への緊

急対処について

・VIP、 身体障害者の対応について

・海洋研ニューズレターヘの寄稿について

さらに、以上の梗概を7月 の教授会で紹介するとともに、

各位に最終的なお願いをした。 7月 18日 (金)の 午後、

準備をほぼ整えるが、天候が不明の分は屋内に準備して

おく。



東京地区の多くの学校の夏期休暇開始と重なる7月 20

日(本年は日曜日)、梅雨前線が南方に消えて、快晴に恵

まれる。10時前後から最終的な設営と確認が行われ、各

協力者が担当位置につく。ポスター、区民広報ならびに

当日の朝日新聞の 「広告特集」(「海の日」を記念する海

洋研所長談話と記念事業の案内)も 手伝って、出足は好

調である。すでに11時過ぎには展示会場に職員家族や友

人たちが説明員に食い下がる。

主として大型観測機器類を展示した屋外コーナーには、

マルチプルコアラー(海洋生物生態)、各種岩石 ドレッジ

と岩石標本 (大洋底構造地質)、ビストンコアラー (海底

堆積)、CTDと ロゼット採水器および圧力破壊機器類(観

測機器管理室)、深海微生物培養用圧力保持採水器(海洋

微生物)、係留気球と気象ゾンデのデモンス トレーション

(海洋気象)、セディメントトラップ (海洋無機化学)、

流速計係留装置 (海洋物理)、プランクトンネット類 (プ

ランクトン)、音響式 ドップラーソナーの展示と解説(資

源環境)等 が整然と並んでいる。前庭から一切の車両を

取り除くとそこそこの広さであることに驚 く一方、本年

度は研究船が航海中で一般公開できないこと補うため、

観測現場の臨場感を演出する努力がひしひしと感じられ

る。海を相手とする測器類の重量と頑丈さ、シンプルな

がら信頼度の高さで選ばれた精鋭揃いだ。

正面玄関で記念記帳をすませ、案内板の指示に従って

大会議室の室内展示場に向かう。準備期間が短かったに

もかかわらず、研究内容やプロジェクトの紹介、標本展

示、デモンストレーション、精密測器類を身近に見せて

くれる。会場を反時計回りしながら、その出し物を記録

しておこう。

「稚魚の世界」と稚魚標本の展示 (顕微鏡展示を含む)

〔資源生物〕

「産卵ポテンシャルー定方策に基づく水産資源管理」

〔資源解析〕

「黒潮フロント域における基礎生産過程」(資源環境〕

「ニホンウナギの回遊と産卵場」と標本展示 〔漁業測

定〕

「もうひとつの世界一海面下の世界一海藻と海草」〔海

洋生物生態〕

「発光微生物」と微生物発光のデモンストレーション

〔海洋微生物〕
パソコン2台による海洋研のインターネット・ホーム

ページ紹介 〔共通〕

「サケの一生」と浸透圧調節のお試しコーナー (海洋

生物生理〕

「国際共同研究センタープロジェクト紹介J〔海洋科学

国際共同センター〕

「ナメクジウオの生物学」とROVの 展示 〔海洋分子生

物部門〕

「伊豆小笠原海溝を流れる深層海流の観測」と流速計

の展示 〔海洋物理〕

「海底地震観演1」と海底地震計の展示 〔海底堆積〕

「地球を食べる生物」とシロウリガイ標本展示、パネ

ル 「深海底写真集」と深海カメラ、深海性底魚標本の

展示、ビデオCD「 深海生物」の放映 〔海洋生物生態〕

「深海好圧細菌」と高圧体験のデモンストレーション

〔海洋微生物〕

12:50こ ろ、構内放送により、13:00か らの記念講演

会の案内が流れる。訪間客の多くが講演会場の大講堂に

向かう。13時より平 (啓介)海 洋研所長の開会挨拶に引

続き、塚本座長の進行のもとに記念講演が始まる。

第一講演木村龍治教授の 「地球環境は二階建て」は、

本人が広い範囲から蒐集 ・編集したビデオ映像を使った

楽しい解説であり、 2階 の大気中に住む人間と、 1階 の

海に住む生物の、環境 ・進化 。生物の智慧について実に

わかりやすい話であった。

第二講演野崎義行教授の 「元素は巡るJは 、炭素を中

心にした元素のグローバルな循環に関わる海洋の役割の

話であった。人間活動による二酸化炭素濃度の増大で、

地球温暖化が引き起こされる重要な時事問題であり、や

や難しい説明にも熱心に耳をかたむけ、また、講演後に

地球環境に対する学者の責任問題にも触れる厳しい質問

もあった。

15分の小休憩ののち、本村座長の進行で、第二講演塚

本勝巳教授の講演 「海を旅するもの」が再開された。ニ

ホンウナギの回遊 と産卵場をめぐる話を中心に、生物の

省エネの旅と、研究者の謎への挑戦を熱っぼく語ってく

れた。

「海の日」記念事業実行委員長の閉会の挨拶に際して、

改めて講演者に対して熱い拍手が送られ、メインイベン

トを無事終了できた。

講演後も、講演内容に触発されてもう一度室内 ・屋外

展示会場を訪れる人びとが多く、終了予定の16時を超え

ても帰る様子はなく、やむを得ず約30分延長せざるを得

ない熱気であった。ポスターの余部を引出物に、楽しそ

うに帰宅する姿を確認して、関係者一同充実感 とともに

はっと胸をなでおろした。

記念記帳をしてくれた方々は150名程度であるが、来訪

者総数は児童を含めおそらく延べ200人 くらいであろう。

地域の市民と学生、外国人留学生の団体が目立ったが、

東京大学関係者、海洋研関係者の家族も多かったと思わ

れる。

本年度の企画には特にメインテーマを設定することな

く、何の衡いもない自然体をお見せすることであった。

プランクトン部門と海洋生化学部門の主力部隊が自鳳丸

で研究航海中であり、大型研究船という最大の設備が公

開できなかったが、むしろ住宅地の中に建つ海洋研究所

の実態を地域市民に理解してもらい、かつ中 ・高校生ら

若い世代の関心を引きつける良い機会であった。また、

一般来訪者以外にも、海洋研関係職員の家族の来訪のよ

いきっかけとなり、さらに海洋研内部の職員 ・学生同士
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の協力と相互の研究内容の理解の良き契機となったよう

である。

後かたづけ後、ささやかな打ち上げパーティがもたれ

た。

さて、このニュース記事は次年度以降もこの記念事業

が実施されると仮定して、準備プロセス等を参考資料と

してやや詳細に言己録したが、恒例化するとすればいかな

るスコープをもって望むべきかの検討を開始すべきであ

ろう。本年度の広報規模であれば来訪者約200名で、講演

会聴衆を講堂の収容能力以内におさめることができた。

しかし、広報活動を広げれば、研究室の公開も含めて収

容能力を高めなければならないであろう。また、一般公

開する場合には、たとえば身障者のための施設も整える

責任を持たなければならない。

この事業は東京大学120周年記念事業 「知の開放」プロ

ジェクトの取材班によっても本格的に取材され、初期の

目的を果たすために活用されるであろう。また、すでに

東京大学学内広報、「文教ニュース 第1430/31」への報

告も終えている。

最後に、所長以下関係部門職l卜 事務部、協力をはじ

まなかった学生諸君に深く感謝いたします。また、敬称

はすべて略させていただきました。
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●研究航海報告

この夏の自鳳丸による大平洋亜寒帯域の調査から一足先に帰つて

東京の夏が早かった平成 9年 の 7月 9日 に晴海埠頭を

出航した自鳳丸は、約 1カ 月半の観測を終えて夏の真っ

盛 りのバンクーバーに寄港した。この航海は生物系と生

物化学系のジョイント航海で、その目的は、生物生産性

の高い太平洋の亜寒帯域およびベーリング海においてそ

の生産を支えている生物群集の構造と機能を、物質循環

と絡めて調査することにあった。太平洋亜寒帯域は西部

の日本側では親潮、黒潮あるいはオホーツク海など縁辺

海の影響もあって水塊構造が複雑であり、それに対して

中央部あるいは東部のアラスカ湾では夏期には比較的安

定した物理構造をとっていることが知られている。この

ような表層での物理環境の違いが生物生産と物質循環に

どのように影響しているかを東西の代表的な測点で解析

することがこの航海の大きな柱であった。航海は3つ の

レグに分かれ、 1レ グはアラスカのコデヤックまでの3

週間で川日教授が主席をつとめ、アラスカからカナダの

バンクーバーまでの 2週 間のレグ2で は主席を私がつと

めた。またバンクーバーから東京までのレグ3は 主席代

理として西田助教授が調査研究のとりまとめを行ってい

る。

今回の航海では乗船研究者の構成でこれまでの航海と

はかなり異なった点があった。その 1つ は大学院の女性

研究者が 8名 もいたことで、これにあわせて現在船には

クルーに1名 の女性乗組員がおり、総計 9名 が乗船した

ことになる。このように多くの女性が自鳳丸の長期航海

に乗ったのは、私の記憶する限り新旧の自鳳丸を通じて

初めてのことであった。さらに乗船研究者35名の内大学

院学生が21名と多いのに比べて助手クラスの中堅が少な

かったため、船上での観測作業がどうなるか当初は色々

心配が多かった。しかし、レグ1を 通じて晴天日こそほ

とんどなかったものの幸い天候に恵まれてほとんど揺れ

らしい揺れがなかったこともあって、皆元気いっぱいで

あった。レグ1の 前半を過ぎるころには色々な作業の手

順も覚え、特にCTDの オペレーションでは様々な女性の

声が船内に流れてなかなか好い雰囲気を出していたと感

じたのは、私が年をとったせいであろうか。ただ予想さ

れていたことではあったが、生活面では風呂などの利用

で多少の トラブルがあり、今後も女性研究者が海洋の分

野でも増えていくことを考えると、短期的あるいは長期

的な船の設備の手直しが必要であり、すでに船上でいく

つかの具体的な提案も寄せられている。

海洋生化学部「1教授 小 池 勲 夫

研究上では、私は表層から5000mの 深層までの試水を

CTD/ロ ゼット採水システムで採水して仕事をしている

ので、自鳳丸で昨年から導入した12リットルの36本がけ

の採水のシステムが極めて順調に動いたことに感銘を受

けた。もちろん海況が良 くレグ1と レグ2を 通じて風速

は13mを 越すことがなかったことが、採水システムで深

刻な トラブルがなかった最大の要因ではあったが、カ

ローセルを使ったシステムはセットも楽で信頼性 も高

かった。今回はこれにクロロフィルのセンサーも付け、

採水関係のすべての作業をこの採水システムで行ったの

で、大測点では観測計画の都合上 3時 間おきに500mか ら

1000mま での水が48時間にもわたって得られることに

なった。従って採水の 1時 間ほど前にリクエストを出し

ても欲しい深さの試水が手に入ると言う、これまでの航

海の厳しい試水の配分になれた者にとってはまるで夢の

ような状況が出現した。もちろんこの予約なしで乗れる

シャトルバスのような採水は、夜中や明け方でも採水器

をセットしておろし、さらに揚収して採水するCTDの 船

上局も含めた採水班 とクルーの共同作業によって成 り

立っているわけであるから、その労力を多としなくては

ならない。

北へ向かう航海の楽しみの一つは釣りであろう。今回

も各測点で多くの釣 り人がその獲物を競った。その結果

スチールヘッドを含む多くのサケその他があがり、見物

人の眼と後には舌を楽しませた。航路の関係もあってど

うもサケは大平洋の西側の方がとれたようであったが、

研究の対象であるもう少し小さい動物プランクトンなど

の生物群集も西と東では明らかに異なっていた。西はコ

ペポーダのようなかいあし類が多く、一方アラスカ湾で

はサルパのようなゼラチン質のプランクトンが多いこと

は、すでに知られていることではあったが、実際に採水

器の中までサルパが入ってくると、その違いが実感でき

る。幸い今回の航海では、小はバクテリア、ウイルスか

ら大は、ハダカイワシのようなネクトンまでの生物組成

やその深度別の生物量を推定するのに充分な試料が得ら

れた。さらに光合成や微生物代謝、有機物の生化学的組

成、沈降粒子束といった生態系の機能を解析するのに必

要なデータも得られているので、これからの分析や解析

によって、太平洋亜寒帯域の生態系における生物群集構

造と生元素循環の東西比較についての面白い結果が数多

く出てくることが期待される。
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● “混沌"の シンポジウム

水産科学と海洋科学

来る21世紀、人類は人口爆発による食糧危機と深刻な

地球環境問題に直面することになる。これらの問題に対

して、海に深く係わる水産科学と海洋科学は何が出来る

か ?海 を研究の場 とする全国の科学者170余名が集まり、

2日 間にわたって熱い議論をたたかわせた。

ノストラダムスの大予言やマヤ滅亡の伝承ではない。

あるいは世紀末の碩廃的思想の故でもない。極めて冷静

に考えても、人類は次の世紀二つの大問題に直面し、そ

の存続が問われることになるだろう。地球環境問題 と人

口爆発による食糧危機である。

海は地球生命体の体液として、地球環境をマイルドに

保ってきた。しかしそのホメオスタシスの機能は損なわ

れつつあり、水圏 ・大気圏を含めて地球環境は不可逆的

変化を起こし始めた。地球温暖化、オゾンホール、赤潮、

酸性雨、海洋汚染等々、難問は山積している。海洋科学

はこれらの問題に対して答えを出すことが出来るだろう

か ?

一方で、地球の人口は次世紀半ばには100億人に達す

る。標高1000m以 下の陸地をすべて耕地にしたとしても

養える世界人口は最大70億人までだと言われている。こ

の不足分を海から得られる食糧資源でどの程度まで補え

るのだろうか ?海 の生物資源の変動メカニズムを解明し、

これを科学的に保全 ・管理しようとする水産科学はどこ

まで成功したか ?

これらの問題はともに、地球規模の大きなスケールで

あること、そしていくつもの過程が複雑に絡み合った

ファージーな系であることのために、そのメカニズムの

科学的解明は困難を極めることだろう。これに加えて、

これらの問題は世界の政治 ・社会 ・経済とも深 く係わっ

ており、科学者だけの問題ではない。そのため多くの研

究者は焦燥感 と同時に無力感を感じているに違いない。

しかし食糧問題 と環境問題の解決なくして人類の平和な

存続がないのは明らかである。今こそ50年、100年先の近

未来に確実にやってくる人類存続の危機的事態に対し、

科学者は何ができるのか、真剣に自問する必要があるだ

ろう。これはとりもなおさず、なぜ科学するのか ?と い

う根源的問いに回帰する。これに対し、つい先頃までは

“知的好奇心が故"と いう単純明快な答でなんら問題は

なかった。人類の利益に直接関係のない研究課題もそれ

なりに社会に許容された。これは人類のやむにやまれぬ

知的好奇心と、いつか役に立つかもしれないという社会

の寛大さや鷹揚さゆえの “お目こぼし"だ ったかもしれ

ない。基礎なき科学はすぐに行き詰まるのは明らかだが、

漁業測定部門教授 埼1 本 勝  巳

一方で、社会から切 り離され、ゆったりと流れる科学者

の時間のなかにも切迫した現実の澄音が否応なく押し寄

せてきていることも確かである。時代はいま、自らの研

究分野を基礎だ、応用だと定義付け、その中に安住して

いる時ではなくなりつつある。科学者は自らの知的好奇

心の外に、もうひとつ人類の存続を直視するきわめて現

実的な問題意識を持つ必要があろう。

以上のような疑間や問題について率直に語 り合う場を

もつため、通常の科学的シンポジウムとは一味違った集

まりを持つことになった。1997年5月 8日 、 9日 に東京

大学海洋研究所において開催されたシンポジウム 「水産

科学と海洋科学」である。 2日 間の短い会期に42題もの

発表があり、参加者数は延170余名を数えた。

プログラムの構成上、共に海に深く係わる水産科学と

海洋科学を対比させつつ議論を進めてゆく形をとったが、

これは水産科学VS海 洋科学という対決の意味ではない。

またどちらか一方が他方を含むという定義の問題でもな

い。これは水産科学が製造 ・加工 ・淡水養殖など海洋科

学にない分野を持ち、逆に海洋科学には生物海洋学や海

洋生物学ばかりでなく、外にも海洋物理 ・化学 ・地学等

多くの分野があることを考えれば自明である。今回のシ

ンポジウムの趣旨は、それぞれ生い立ちや目指す方向の

異なっていた両科学が現在区分が出来ない程、近づき融

合している実状を再認識し、さらに将来来るべき食糧危

機と地球環境問題に対して両科学の共通部分をさらに拡

大 ・強化して、地球規模の総合研究を展開することに

あった(図1)。 つまり水産科学プラス海洋科学で新分野

の誕生を狙った。

シンポジウムはまず平野哲也前海洋研究所長の基調講

演で始まり、第 2セ ッションの 「歴史」では計 6名 の講

演者が水産科学と海洋科学それぞれの起源と発展の歴史

を俯腋した。次に第 3セ ッション 「発展」では、現在第

一線で活躍する研究者11名が、両科学における最新の研

究の成果を披露した。また 「問題Jに おいては、地球環

境問題、食糧問題、さらにはこれらに対する研究者の姿

勢について計12名の研究者がより具体的な地球規模の間

題について熱心に議論した。そして 「提言」では計13名

の講演者が水産科学と海洋科学の末来 と展望について

様々な意見 ・主張を展開した。さらに 「総合討論」で海

洋研究所の松宮義晴氏が本シンポジウムのとりまとめと

討論の司会を務めた。最後に平啓介海洋研究所長に代

わって筆者が簡単な挨拶をし、 2日 間にわたるシンポジ

ウムの幕を閉じた。

シンポジウム当日は多数の話題提供があったため、一



題あたりの待ち時間が15～20分と短 くなった。このため、

折角の重要な問題点の指摘や貴重な提言に対し、十分に

議論を尽 くすことが出来なかった。またシンポジウムの

趣旨が日頃の研究の現場から離れたやや観念的、哲学的

問題であつたせいか、一部議論の噛み合わない部分も

あった。まさに “混沌"の シンポジウムであった。しか

しながら子供のオモチャ箱をひっくり返したような多種

多様な話題 と熱い議論は、この種のシンポジウムが最初

の試みであったことも考えると、まずまず満足のいく結

果ではなかったかと思う。

未来

現在

地球環境  生物資源

海洋科学

図 1
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●大槌臨海研究センター

天皇皇后両陛下行幸啓

岩手県大槌町で開催された第17回全国豊かな海づくり

大会に出席された天皇皇后両陛下は、10月 5日 (日)午

後 4時 に海洋研究所大槌臨海研究センターを訪間された。

両陛下は、センターの玄関前で平 啓介 ・海洋研究所

長、川口弘一 。大槌臨海研究センター長の奉迎を受けら

れた後、玄関ホールで(1)全国共同利用研究施設としての

活動内容、(2)大槌湾の典型的なリアス式地形の特徴、(3)

長年蓄積した海象 ・気象資料から明らかにされた 「1993

年のヤマセ現象Jや 「内部潮汐波の存在」、(4)大槌湾や

沖合いで観察されたフレカラ類 (小型甲殻類)の 種組成

や生物生産量の特性、(5)データ。ロガーを使用して得ら

れたシロザケ産卵回遊の行動特性、(6)冬季、三陸沖に来

遊するイシイルカの形態 。生態的特徴と種分化のプロセ

ス、(7)地球規模で拡大している有機塩素系化合物による

海洋汚染の実情などについて、川ロセンター長と宮崎主

大槌臨海研究センター教授 箇「 疇i 権: 之

任から説明を受けられた。玄関ホールに設置してある水

槽では大槌湾に見られる海洋生物 (マハゼ、リュウグウ

ハゼ、キヌバリ、エゾイソアイナメ、ヨウジウオ、フサ

カサゴ、クロソイ、ムラソイ、キタムラサキウエ、エゾ

アワビなど)、スクリーンでは大槌湾の海藻群落とそこに

生息している魚類や甲殻類などの水中映像を御覧になっ

た。

両陛下は、センター長室でご休憩後、シロザケの産卵

回遊行動、河川水の沖合いへの拡散、海洋汚染による生

物影響などについて平所長、川ロセンター長および宮崎

主任に御質問されるなど、海洋生物や海の環境について

ことのほか興味を持たれた。両陛下は、終始なごやかな

雰囲気のなかで過ごされ、午後 4時 45分に本研究セン

ターを後にされた。

大槌臨海研究センター 玄関ホールにて



●海洋科学国際共同研究センター

1990年に地球の変化を地球圏と生物圏の相互作用に重

点を置いて解明することを目指した地球圏一生物圏国際

協 同 研 究 計 画 Interna■onal Ceosphere‐BiOsphele

Programme(IGBP)が 始まった。海洋関係分野につい

ては世界海洋フラックス研究計画Joint G10ba1 0cean

Flux Study(JGOFS)が コアプロジェクトとしてスター

トした。世界各国での研究動向はWWWの JGOFSの

ホームページ(http:〃ads smr uib no/jgofs/)に掲載さ

れている。

日本においては1991年から1993年までの文部省科学研

究費補助金重点領域研究 「海洋フラックスJが 行われ、

その成果は1995年に “Biogeochemical PrOcesses and

Ocean Flux in the Vヽestern Paciflc" edited by

H Sakai and Y Nozaki,(テ ラ出ll■、1995)に 論文とし

て公表されている。1990年から1996年にかけて通商産業

省工業技術院資源環境技術総合研究所 「海洋中の炭素循

環メカニズムの調査研究」Northwest Pacific Carbon

Cycle Study(NOPACCS)に ついての研究成果は、

WWWに ホームページが設けられ、その航跡図や観測結

果などが公開されている (http://WWW aist gojp/

RIODB/nOpaccs/)。 1992年から1996年まで「縁辺海にお

ける物質循環機構 の解明 に関す る国際協 同研究J

Marginal Sea Flux ExpeHment(MASFLEX)が 科学

技術庁振興調整費によって海洋科学技術センターと水産

庁各水産研究所が中心となり行われた。

これからの我が国の推進する」GOFSの 活動 として、

1996 年 4 月、The 」GOFS Scientific Steering

Committeeによって名古屋大学の才野敏郎教授 とロシ

アのDr Alex Bychkovの co chair lこよるthe NOrth

Pacific Task Team (NPTT)力 編忍められた。 これは1ヒ

太平洋での全域にわたる観沢1だけではなく、衛星による

リモー トセンシング手法やモデリングなど各国の研究計

画や国際共同研究計画などに対して積極的に支援して取

り組んでいこうとするものである。参加国は我が国をは

じめとしカナダ、中国、韓国、ロシア、台湾、米国であ

る。国際」GOFS全 体としては、過去北大西洋、東部赤道

域、インド洋、南大洋において実施してきた集中的なプ

ロセススタディーは取りまとめの時期に入っており、今

回実施する北太平洋での研究はそれらの最後に位置づけ

られるものである。このため、研究は1998、1999年の 2

年間で集中的に実施し、2000年から2004年までの取りま

最近の我が国でのJGOFSの 動向

海洋科学国際共同研究センター助教授 植 松  光 夫

とめに歩調を合わせることを意図している。1996年11月

に はむつ市 にお いて」GOFS‐related活動 として、

``Biogeochemical Processes in the North Pacific"国

際シンポジウムが開かれ、会期中にはNPTTの 第一回委

員会の会合も持たれた。

1997年 秋 か ら、」GOFS/NPTTが 支持 す るNorth

Pacific Process Studyのひとつとして、生物生産の大き

い北西太平洋高緯度海域の炭素を主とした物質環境の鉛

直的、時間的変動を明らかにする観測計画 「北西太平洋

の海洋生物化学過程の時系列観測」が始まった。 5カ 年

計画で北緯44度、東経155度に定点「ステーションKNOT

(Kyodo Northwest pacific Ocean Tiie series)Jをお

いて研究船による時系列観測を実施するものである。こ

れは環境庁国立環境研究所が中心となり戦略的基礎研究

(CREST)に よって進められている。KNOT定 点はハワ

イ(HOT)、 カナダ(Station PaPa)、バミューダ(BATS)

の時系列観測定点と対応するものであり、亜寒帯循環の

南西の縁、亜寒帯前線の北側に位置し、海洋環境の変化

が強 く現れることも予想されている。KNOT定 点では、

主として観測船の既存航海 (みらい、北星丸、第 2自 嶺

丸、自鳳丸など)の 協力と傭船によって、高い頻度での

観測を計画している。

また、海洋科学技術センターが海洋地球研究船 「みら

いJを 用いた 「高緯度海域における物質循環機構の解明

に関する観測研究」もスター トし、現在行われている定

期貨物船観測による物質循環の時空間的変動や加えて、

鉛直的変動の知見が得られるものと期待されている。

また2000年か ら2001年には」GOFSに も関連 した

IGBP/1nternational Global AtmOspheric Chemistry

(IGAC)と の研究活動 として西部北太平洋での海洋大

気エアロソルの観測が計画されている。これはAerOsOl

Characterization Experiment‐Aisa(ACE‐ Asia)と よ

ばれるもので、アジア大陸からの陸起源や人為起源エア

ロソルが海洋大気中での輸送中に変質していく過程、エ

アロソルと雲との相互関係や、海洋生物起源のエアロソ

ルの生成過程などをバルーンによる同一空気塊の航空機

による追跡観測や陸上観測網、複数の観測船による同時

観測を集中して行い、エアロソルによる放射強制力の精

度の高い見積もりを目指している。我が国をはじめ、韓

国、中国、米国、カナダ、オーストラリア、ECな どの

大気、海洋の研究者がこの計画に参画している。
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●客員教授からの報告

ウナギとサメの浸透圧調節の研究

まず最初に、自分自身と研究の内容について紹介しま

す。私の名前はニール ・ヘイゾンと申します。イギリス

のスコットランドにあるセント・アンドリューズ大学

ガッティー臨海実験所に勤務しています。私が現在興味

を持っている研究分野は、硬骨魚類の真骨類と軟骨魚類

の板鯉類の浸透圧調節におけるホルモンの役割について

です。この分野は、海洋研究所FI物生理部門の平野教授

や竹井llt教授によって何年にもわたって国際的に評価の

高いlJT究が行われており、私もこの3-4年 間彼らと共

同研究をする機会に恵まれました。従って、私は海洋研

究所をよく知っていましたし、今レ14ケ月にわたって研

究に集中することができ、さらに古くからの友人や新し

い友人たちと研究における問題点を議論できたことは私

の大きな喜びです。私が現在とりわけ興味を持っている

のは魚の飲水行動の調節におけるレニン・アンギオテン

シン系とナ トリウム利尿ペプチ ド系の役害1に関するもの

です。以前来日したときに、すでに日本ウナギや日本の

ドチザメを使って研究した経験があります。

今「1の共同研究の期間中は、私は板鰊類魚(ドチザメ)

の飲水行動の生理的な調節機構に研究を集中しています。

従って、研究の多 くは油帝にある東京大学理学部付属三

1●出1海実験所で行っています。三崎にはドチザメを集め

て飼育する優れた設備が整っており、また環境や景色も

よく‖IJ「をするにはとても1央適なところです。所長の森

沢先生、岡先生をはじめ、スタッフや学生の方々には大

変お世話になりました。彼らが私の変てこな要求にも素

早く対処してくれたおかげで、大変楽しく有意義な研究

を行うことができました。日光の養殖研究所を訪れたこ

とも私のよい思い出です。

・ill洋り1究所では、私はいくつかの投稿前の科学論文を

読み、英語をなおしました。これらが大学院学生の教育

海洋科学国際共同研究センター客員教授 Neil Hazon

に役立ったことを望んでいます。今回の訪間の終わ りに、

私はい くつかのシンポジウムに参加 し、11月16日-21日

には、横浜で開催 される第13回国際比較内分泌学会議で

講演 します。シンポジウムとは、代々木オ リンピックセ

ンターで行 われ る第 3回 ORI国 際 シンポ ジウム

“Strategy fOr EnvirOnmental Adaptation Of Fishes"

と、早稲田大学で開ll lされるサテライ トシンポジウム

“Molecular Ancestry of /ヽertebrate P01ypeptide

Hormones and NeurOpeptides"で す。 これらのシンポ

ジウムは、科学的にも社交的にも大変有意義でした。

日本で 4ケ 月生活することは、私にとって日本の生活

や文化の多 くを経験 させて くれました。 これは、これま

での短い訪間では経験できなかったことです。そして、

私は新 しくできた友人から多 くのことを学ぶ ことができ

ました。 とくに、私はバラエティーに富んだ日本の食事

と、多種多様な日本lLHに感銘を受けました。 [1本でこれ

までとは別の生活を経験 したことは、私の将来に必ず役

立つことでしょう。

私は、国際的な共同研究により異なる概念を交換する

ことが、科学研究を大 きく進歩 させると強 く信 していま

す。海洋研究所の国際共同研究センターが、 とりわけ客

員教授 というシステムを通 じて、その活動を支えている

といって過言ではあ りません。私は今回この特lllを受け

たわけですが、より多くの外国人研究者に将来日本を訪

間するよう勧めたいと思 っています。

最後に、私は私をサポー トして くださった全ての海洋

研究所の方々に心からお礼を申し上げます。特に、海洋

研究所長の平教授、センター長の寺崎教授、並びに平野

教授 と竹井博士をはじめ私の滞在を心地 よいものにして

くださった生物生理部 場の方々に心か らお礼中し Lげ ま

す。



●海洋学を学ぶ大学院生のための英会話教室開催される

海洋本}学国際共同研究センター教授 寺  崎    誠

平成 9年 12り15日 より12月22日 までの 11日を除 く毎 日、7111洋学を学ぶ大学院生を対象とした人会話

教室力ヽ ″洋科学国際共同fll究センターで開かれました。「ι師はシ ドニー人学工学部海洋工学 グループ

長のIan」oneslψ l:とオーストラリア海洋 地球惑
'1協

会から派i■されたHelen Young女 史の二人で

す。Young女 史はこれまで南米チ リなどで海洋学を学ぶ大学院Jiに英会話を教えたことのあるベテラ

ン講師です。この教giには海洋物ll l、海洋気象、llj洋地質、海洋41物を学ぶ12名の大学院41、研究生

が参加 しました。この教室では午前中の 2時 間は」ones博 |:がご11分の著1キ「OceanOgraphy in the

I)ays of SailJを 使 って基礎 711洋学 を分か り易 くHll義し、午後はYoung女 史が準備 した教 材

「C()llnnlunicating Earth Sciences in EnglishJに従って会話の割1練が行ブライしました。 通常の装会言1教

liと共なる点はSpeaking,Listeningの練習に加えてグループ討論、科学論文の書き方、学会での講演

およびlt疑応答の仕方など、さす)に講l liによる一人30分の専門に関するllll別インタビュー もあり、短

刀l間でノ)りましたが大変に内容1'宙なメニューでした。最終 「1の22日には受 III生主体のサ ヨナラ会が

イ「われ人いに盛 りLが りました。



●新スタッフ紹介

井 ノロ 秀 樹

事務部総務課庶務掛

出身は滋賀県です。

趣味は旅行です。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

海洋研では多くの様々な体験を積んで成長したい。

植 松 光 夫

海洋科学国際共同研究センター 研究協力分野助教授

出身は大阪は泉州、だんしり祭りで有名な岸和田市です。

大阪城と和歌山城の中間にある岸和田城のそばで育ちま

した。

趣味は歩 くこと、飲むこと、食べること、寝ること。

むかし、スキー、登山、茶道、マッキントッシュが好き

でした (過去形です)。いま、「くまさん」と 「地球Jを

集めています。

外国では、散髪屋さんに勇気を出していくことと、動物

園のゴリラに仲間はみんな元気だよと伝えることです。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

海洋研がもっと明るい雰囲気になるように照明を明る〈

して、玄関あたりもFll ttFlfだなと感じさせるものがあれ

ばいいと思います。

はや く廊下ですれ違う人が、どこの誰か、何をしている

人かよくわかって挨拶をしたいと願っています。

世界中から本人の力以上に海洋研にいることでいい研究

ができたとうらやましがられるような、そんな研究所で

あることを期待しています。

金 子 豊 二

海洋科学国際共同研究センター 企画情報分野助教授

出身は東京下町です。

趣味は料理です。料11と研究には通ずるところが多く奥

が深い。 日々の生活に追われ、単に食欲を満たすだけの

調理は、文字通 り味気ない。テープルクロスに配置され

たディッシュをイメージしつつ食材を加工するプロセス

は、サイエンスとアー トの融合 と言っても過言ではない。

痛烈な批判を恐れつつ も高い評価を得たいと思 うのは、

料理人と研究人の相通ずる点である。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

故事に言う、90里 をもって半ば とす、は研究者には当て

はまらない。50里 をもって半ば とす、である。時の流れ

が指数関数的だとすれば、20里 をもって80里 とすべ きか。

研究生活の折 り返 し地点に達 した今、 日指すべ きものは

ゴールではな く、初′しヽに返ることと心得 る。小生より若

千、年少の海洋研 もしか り。

河 島 淑 美

事務部経理課海務掛

出身は東京都です。

趣味はスキー、旅行、パン作 りです。

′卜 村   昇

事務部経理課用度推ト

出身は東京都です。

趣味はプロ野球観戦 とテニス (つい最近始めたばか り)

です。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

平成 9年 11月 1日 付で、生産技術研究所 ・経理課用度推ト

から海洋研究所 経理課用度掛に異動になりました。

生産技術研究所では専 ら物『1管理に従事 していましたが、

今度は契約業務 もあるとのことで、契約は高額の ものを

取 り扱 うので、不安でいっぱいです。 しか し、早 く覚え

て、少 しでも海洋研究所に貢献 したいと思っています。

斎 藤 実 篤
海底堆積部 門助手

出身は秋田県です。

趣味は日本各地の地酒の賞味と1世界の地ビールの賞味で

す。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

国際プロジェクトの中枢にあるlll洋初「に職を得ることが

でき、や りがいを感じている。プロジェクト研究と個人

研究とのバランスをとりながら、Wi界第一線の研究者を

目指してがんばりたい。

酒 井 直 人

白鳳丸二等航海士

出身は二重県です。

趣味は特になし

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

ll t舶の安全運航に努めます。

高 橋    努

事務部総務課図書掛長

出身は京都府です。

趣味は現代美術、スキー、卓球、読書です。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

図書館業務 を通 して、海洋研の研究 教育活動に少 しで

もお役に立てればと思っています。



土 川 孝 平

事務部経理課長

出身は千葉県です。

趣味はジョギングと水泳、旅行です。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

本研究所のよりよい将来に向けて精一杯力を尽 くしたい。

中 村   透

事務部経理課司計掛主任

出身は新潟県です。

趣味は競馬と将棋です。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

人との出会いを大切にし、仕事に対しては前向きに取 り

組んで行きたい。

中 村 浩 子

事務部経理課経理掛主任

出身は東京都です。

趣味は散策と旅行です。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

抱負については特に考えていないが、この先も健康であ

りたい。

古 田 友紀子

白鳳丸司厨員

出身は愛知県です。

趣味といえるほどのものがないのですが好きなことは、

TV(特 に ドラマ)を 見ること、スキューパダイビング、

スノーボー ドです。

松 田 売 俊

事務部経理課施設掛長

出身は東京都です。

趣味は読書、音楽鑑賞 (特にバロック)そ れにお花 (タ

ンポポ ・チュウリップのみ)弄 りです。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

海洋に関する基礎シンポジウムを催 していただきたい。

三 浦 敏 昭

観測機器管理室

出身は東京都 (日野市)で す。

趣味は寝ることとテニスです。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

今は早 く仕事に慣れることです。

望 月 公 廣

海底堆積部門助手

出身は東京都です。

趣味はサッカーとギター、スキーです。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

将来は、世界の一流の科学者と対等にわたりあえる研究

者になれたらと夢を見ております。よろしくお願いいた

します。

和  田   実

海洋微生物部門助手

出身は東京都です。

趣味は昔は弓をやっていましたが、今はすっかり御無沙

汰です。
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ACE‐ ASIA ObservO,10ns

ACE M… 11・10“7●7 NOnanttMEL

海 洋 研 究 所 の 新 ロ ゴ につ い て

昨秋、海洋研究所のロゴを募集しておりましたが、この度、新ロゴが決定

しました。10月の締切 り時点で 8件の応募があり、出版編集委員会で 2件 を

選定し、さらにブロに手を加えてもらうためスタジオR専属の覚張氏にデザ

インを依頼し、日月に提出された35の図案について検討を重ね、出版編集委

員会、教職員有志、両船関係者の皆様にご審議いただき最終的にこの図案に

決まりました。新ロゴの原図は事務部総務課の池田光治さんの作品です。

出版 編 集 委 員 会

⑮
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